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要旨

第 1 章 研究背景

思春期および青年期にあたる若年女性は，標準的な体型にも関わらず，自身の体型に満足せ

ず，常に痩身願望を抱くことが多い（千住・日高・吉田，2012）。強い痩身願望によって，現

実の体型と理想の体型の差が広がることで，「ボディイメージの歪み」は生じる。これまでボ

ディイメージに関する研究は，メディアなどの社会文化的要因（山宮・島井，2012）や自尊感

情の低下（及川・田島・米谷，2011）との関連性の検討，摂食障害や食行動異常との関連の検

討（西沢・冨澤・五十嵐，2006；山蔦，2010；藤沢，2011）がなされてきた。ボディイメー

ジの歪みに対するアプローチ方法は心理・健康教育が主張されてきたが（三井，2007），啓蒙

活動的なアプローチでは思春期および青年期の根強い痩身願望やボディイメージの歪みは十

分に改善されないことが予測される。今野（1997）は，ボディイメージは身体感覚への気づき

が根底にあると述べ，身体から心へのアプローチを行うことで，正常なボディイメージの構築

の可能性を示唆している。しかしながら，ボディイメージと身体感覚の関連性を明らかにして

いる研究はなく，基礎的研究が急がれている。そこで本研究では，ボディイメージの歪みの構

成要因として，若年女性の多くが抱くとされる月経前随伴症状（以下，PMS）に着目し，身体

感覚とボディイメージの歪みの関係性について検討し，ボディイメージと食行動異常傾向の関

連性および因果モデルの検討を実施した。

第 2 章 本研究の目的と意義

これまで，ボディイメージと身体感覚の関連性を明らかにした研究はなされていない。特に，

身体感覚に関しては，女子大学生を対象にした研究が少なく，女子大学生の特徴的な身体感覚

は明らかにされていない。

そこで，本研究では，「女子大学生の身体感覚が測定可能な心理測定尺度の開発」を研究Ⅰ

とし，「開発された女子大学生版身体感覚尺度とボディイメージ，食行動異常，自尊感情，メ

ディア情報の内在化との関連およびボディイメージと食行動異常の影響要因の検討」を研究Ⅱ，

「これらの変数を用いたボディイメージと食行動異常の影響要因モデルの構築」を研究Ⅲとし

た，基礎的研究を試みる。

身体感覚の観点からボディイメージをより深く探究することで，これまで明らかにされてい

なかった身体感覚がボディイメージに及ぼす影響が明確になり，ボディイメージの歪みの改善

を考える上での重要な知見となる。身体感覚とボディイメージの関係性が明らかになることで，

女子大学生の歪んだボディイメージを正常なボディイメージに移行させ，食行動異常の軽減や

自尊心の向上といった具体的なアプローチ方法立案に繋がることが期待される。
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第 3 章 結果と考察

まず，これまで女子大学生に特化した身体感覚を測定する尺度が開発されていないため，女

子大学生版身体感覚尺度の開発を試みた。探索的因子分析の結果，4 因子 19 項目が抽出され，

尺度の信頼性および妥当性も十分な値を得た。開発された女子大学生版身体感覚尺度は，着衣

時に感じる太った感覚，膨らんだような感覚を問う「太った感覚」，爽快感やだるさなど，体

の状態にどの程度気づいているかを問う「体の状態への気づき」，着衣時に感じる痩せた感覚，

体の軽さを問う「痩せた感覚」，全身および足のむくみの程度を問う「むくみ」を特徴として

いる。さらに，BMI，ボディイメージの歪み，食行動異常傾向のそれぞれ高低群における，女

子大学生版身体感覚尺度の合計得点の差を比較検討した結果，ボディイメージの歪みがある者

は，歪みのない者より身体感覚が高く，食行動異常傾向が高い者は，低い者より身体感覚が高

いことが明らかになった。この結果から，ボディイメージの歪みや食行動異常傾向と身体感覚

は何らかの関係性があることが示唆され，次に，関連性を検討するために各変数の相関係数を

算出した。単相関分析により，女子大学生版身体感覚尺度はボディイメージの歪み，食行動異

常傾向との間に関連性が示されたことから，女子大学生のボディイメージの歪みを考慮する上

で，身体感覚は新たな知見として捉える必要が考えられた。

次に，ボディイメージと食行動異常傾向の関連性の検討を行った。重回帰分析の結果，身体

感覚とボディイメージの歪みによる交互作用が，食行動異常傾向を高めることが明らかになっ

た。これは，身体感覚およびボディイメージの歪みのどちらか一方が高まることで食行動異常

傾向が増加するのではなく，身体感覚とボディイメージの歪みの 2 つが高まることで，食行動

異常傾向が増加することを意味する。この結果で注目すべき点は，メディアの影響および自尊

感情の低下は，食行動異常傾向と弱い関連性しかなかった点である。これまで，ボディイメー

ジの歪みの諸問題として摂食障害や食行動異常がとりあげられ，その背景にメディアなどの社

会文化的要因や自尊感情の低下が述べられてきた（山宮他，2012；内海他，2014）。しかし，

本研究の結果では身体感覚とボディイメージの歪みによる交互作用が，食行動異常を高める可

能性が示唆され，今後女子大学生の食行動異常を考慮する上での重要な知見が得られたといえ

るだろう。

本研究は，これまで明らかにされていなかった身体感覚とボディイメージとの関連性が実証

され，今野（1997）が指摘していた，身体から心へのアプローチの有効性を支持する結果とな

った。さらに，過剰な身体感覚とボディイメージの歪みが，食行動異常傾向へと繋がる可能性

も示唆され，今後は身体感覚およびボディイメージの歪みに根差した，食行動異常傾向に対す

る，身体から心へのアプローチ方法を考案することが望ましいと考えられる。
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